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第８章 福祉多元化と自治体アドミニストレーション  
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た。（第 1 章・第 2 章） 
②政府資料や政府統計等を分析しながら、複合的支援ニーズに対応するために展開され
ている包括的支援施策の政策的な位置づけを解明するとともに、自治体が展開していく上
での課題を整理する。（第 3 章） 




況に関する質問紙調査を実施した。（第 4 章～第 7 章） 
    ④福祉多元化を踏まえたサービス供給システムの課題について、文献研究と自治体調査
によって理論と実践の両面から考察を行い、自治体アドミニストレーションのあり方を検
討する。なお、自治体調査については、在宅医療と在宅介護の複合的支援ニーズが大量に
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 (1)丹念に先行研究について調べ上げ、これまでの到達点と課題を踏まえた上で、政策  
動向と住民の生活状況や福祉ニーズとの乖離を提示し、その背景を分析し、今日の行  
政の基調の限界を明らかにした。 








    ニーズのある人に着目して、これらの人々への支援体制を社会福祉行政のあり方とリ 
  ンクして論じたことで、「制度の狭間」を解消する道筋を提示することができ、住民 
  福祉の向上に寄与することが期待される。 
 (5)執筆者は、現職の政令市職員で有り、今回の研究テーマの領域を所管する職位にある
ことから、政令市独自の行政システムや現場状況に精通しており、それだけに具体的・
実践的な分析や提言が可能となった。これまでその特殊性故に踏み込まれていなかっ
た政令市の社会福祉行政を、insider として分析し、研究した貴重なものである。 
 
 なお、論文執筆方法や資料引用などの論文の要件に問題はなく、適切なものであった。 
